
主催：横浜市市民局市民協働推進課・横浜市市民協働推進センター

～今だからこそ、組織運営について一緒に考えてみませんか～

NPO組織基盤強化ワークショップは、「よこはま夢ファンド」の組織基盤強化支援事業の一環です。
「よこはま夢ファンド」の組織基盤強化助成金（令和４年12月頃募集予定）の申請には

NPO組織基盤強化ワークショップの受講が条件となっています。詳しくは裏面をご確認ください。

●各回共に同じプログラムを実施します。いずれかの回を選んでご参加ください。

場　所：横浜市市民協働推進センタースペースA・B（横浜市庁舎１F）
対　象：組織基盤強化に興味・意欲があるNPO法人
定　員：会場参加　各回15団体（1団体につき2名まで参加可）
　　　　※ 状況により、オンライン開催になる場合があります。

夜開催  令和４年３月４日（金） 18:00～20:30
昼開催  令和４年３月７日（月） 14:00～16:30

ワークショップ
要申込・先着順

●メンバーの考え方や意見が分からないので、知りたい
●私たちの活動を別の角度から見て、課題を再発見したい
●他団体の活動を参考にしたい

組織基盤強化への第一歩として自分で考えている自団体の課題の他にも気づいて
いない課題があることを見つけて、今後の組織基盤強化へつなげましょう。

NPOが組織基盤強化の際に考えるべきこと

＜ナビゲーター＞　吉原　明香（横浜市市民協働推進センター）

プログラム内容

講　　義

事例発表

ワ ー ク 事前セルフチェックシート（※）に基づくグループワーク

松村　正治（特定非営利活動法人　よこはま里山研究所　理事長）

永岡　鉄平（特定非営利活動法人　フェアスタートサポート　代表理事）

ファシリテーター　佐藤　貴美（横浜市市民協働推進センター）

募集期間：令和３年12月20日（月）～令和４年1月31日（月）
申込フォームより必要事項を入力し、お申し込みください。
https://www.e-shinsei.city.yokohama.lg.jp/yokohama/uketsuke/dform.do?id=1638410138876

組織基盤強化助成をいかした団体の取組

こういう団体さんに
おすすめ

3/4（金）
3/7（月）

参加費
無　料開催NPO組織基盤強化

ワークショップ

※事前セルフチェックシート：団体の状況について団体メンバーが回答するアンケート形式のチェックシートです。



令和４年3月・・・・・・・・・・・・・・・・・・「自己評価」プログラム参加団体　募集

令和４年4月・・・・・・・・・・・・・・・・・・「自己評価」プログラム参加団体決定（8団体まで）

令和４年5月～１１月・・・・・・・・・・・「自己評価」プログラム（2回）・情報交換会　実施

令和５年４月～令和６年３月・・・・・交付団体決定（５団体まで）、助成金による支援

令和４年3月・・・・・・・・・・・・・・・・・・NPO組織基盤強化ワークショップ

  お問い合わせ先
横浜市市民局　市民協働推進課　よこはま夢ファンド担当
TEL : 045-671-4734　FAX : 045-223-2032
〒231-0005 横浜市中区本町６丁目50-10
Emai l : sh-fund@city.yokohama.jp
URL：https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/shiminkyodo/

よこはま夢ファンド組織基盤強化支援の流れ（予定）

よこはま夢ファンド組織基盤強化助成金
（令和4年12月頃募集予定）の申請について

①NPO組織基盤強化ワークショップの受講
②よこはま夢ファンドへの団体登録
③自己評価プログラムの実施（R4年5月～11月の間に２回実施）の条件を
　満たす必要があります。

※ 自己評価とは：ファシリテーターが、団体内の話し合いに参加をし、所属メンバーの感じている課題や気づきを、
　 客観的に引き出すお手伝いをしながら、団体の組織基盤を強化する取組のアクションプラン作りを支援します。

※応募には上記「NPO組織基盤強化ワークショップ」の受講が必須です。

※申請には上記「NPO組織基盤強化ワークショップ」の受講、「自己評価」プログラムの実施が必須です。
※令和２年助成金交付実績…30万円×５団体

令和４年１２月～令和５年１月・・・組織基盤強化助成金　申請団体募集

NPO組織基盤強化ワークショップ

自己評価

組織基盤
強化支援を
受けている
団体の声

事前セルフチェックシートが大変助かりました。結果を団体内で
再度分析して、今後の計画を組み立てたいと思います。

他団体も当法人と同じような問題を抱えており（資金、人材、広報）、
ワークを通じて話し合うことでヒントをもらえました。

団体内で話し合う機会がもつことができ、相談の場を設けることや、
情報共有の重要性に気づくことができました。


